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国連「子どものためのサミ

ット」が9月末N.Y. で閉

幕。 困窮の中で必死に生き

る子どもたちにいま世界は

何を差し出すことができる

のか。 フルシチョフ元ソ連

共産党第1書記の未発表回

顧テープが遺族によって公

開、 世界史の空白がまたひ

とつ埋められる。

中嶋嶺雄

「世界子どものためのサミット」

ノト�のカバー ・ ストーリー..Suffer the Little Chiト

drcn" (pp. 36-42）は、 この9 JJぶにニューヨークの11<1

連本却で聞かれる“World Summit for Children”（「子

どものためのIll：界サミγト」）を1ilfに、！日：界作国でさ

まざまなj何年を受けているrどもたちの’よ態を取り_J •• 

げている。 「了ーどものための｜崎将サミット」は、 子ど

もをJl；く虐待から保護することを目的として、 国連y�

J;i'Uk:'il'. (UNICEF）が1989年版r111：界了－供｜’1.1r』でそ

の併似を明らかにしていたものである。 このサミット

には、 ブッシュ米大統鋲や日本の海部（1.fllをはじめ111:

界約75カ国の灯II日がH�J市することになっており、Ill：保

各＇＂＇におけるチどもの縦利のllll!filに－riを投じること

になるであろう。

今fnlの特集では、I!�み;tc.. J�でllt!fr!. 8カ［正｜の必まれな

い子どもたちの�I：日を写」’L人りで紹介しているが、 発
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以途上国といわれる国々から、 先進国のアメリカにお

ける状態までレポートしており、 いずれも探く考えさ

せられる。p. 36からp. 37にかけての見聞きの写n

は、 イギリスの派業.., .• ：命後、 劣：11!:な条件下で働く子ど

もを·ii'liいた雌史の教科古のやF絵をわたしに思い出させ

たほどである。

わが匝lにおいては、 いまは、 チどもたちが長時Ill］、

過酷なツ）·f�hを強いられたり、＇＇＇·きるためにイ・どもとし

ての生前をなtfうっているというような状況はまった

く見られない。 しかし、 一広海外に出れば、 この記事

が物掛るように、 数え切れないほどの子どもたちがi社

界のいたるところで円：境にぷたされているのは紛れも

ない：Ji.'Jfなのである。 今回のカパー ・ ストーリーは、

子・どもというものの社会における：ti.味や立場を改めて・

考えf1＇（す機会をわたしたちにJj・えてくれる。

フルシチョフ回顧テープが日の目に

すでに新11flでも報じられた

今迎サの呼び物は、 故フルシ

チョ フ・ ソ辿（f.fllの｜去J ，�－；の

テープによる｜副Wfi鈷の抜粋で

あ る（“Khrushchev’s Secret 

Tapes，＇’ (pp. 44・52］）。 この

わ］Jilji鈷は、 フルシチョフれれl

が1964年の失脚後に数百11.\'U:J

にわたってテープに吹き込ん

だものとして主IIられており、

すでに1970年に 『フルシチョ

フ回刷HJと し て、 Little

Brown 社からtl'.llfiiされた。

rn；沢もIHていて現代史研究に

は欠かせないif!：�資料になっ
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ている。 しかし、 今回のものは、 フルシチョフ氏の追

肢がゴルバチョフ政続下でその全firi公開にliilff.したも

のであり、 この秋に同じく Little Brown社からrフ

ルシチョフ同!ilJiU：グラスノスチ・ テープ（Khrush

chev Remember: The Glasnost Tapes）』として刊行

されることになった。 キューパ・ ミサイル危機に際し

てカ ストロ「I相がミサイルの撤去に怒り、 米国を後ミ

サイルで先制攻験すべきだと主張したこと、 米国の町、

爆の機衝を ソ辿に耐らしたとして1953年に処刑された

ローゼンパーグ夫事について、 当時の スターリン首

相、 モロトフ外相からllHv、た事実経過、 スターリンの

死後、 ソ辿は在日米軍の撤退を条件に、 核ミサイル｜時

代の�Ii半戦略上ほとんど意味のない北方f.J'i土を返還す

る方針ーであったことなど、 いずれもわくわくするよう

なJi[fl・に満ちている。 今回の刊行によって、 このテー

プそれ自身の｛＼.l/lH"tは完全に証明されたといえよう。

世界平和に日本はどう貢献すべきか

さて現在、 日本政府の故大の！普：案となっている中東

政策だが、 “Japanand the Vision Thing”（p. 18）と

題された論説におけるTIMEの論調は、「肝心なのは

金額よりも日本の中点rt献策の性格である。 いまのと

ころ日本は金は／·I＼すがJfJLを流すつもりはなしり、「海部

1"1沖IIには小9月刊足以上のものが必要だ」とかなり手厳

しし、。 このように、 TIMEでさえ、 米半を中心とする

多国符111による「鮮やかな、 短期の外科手術」的J.IEF

行動を支1.＼＇し、 その.fJl:J.ft'l:をほとんど縦わないような

論部lであることを考えると、 米国l!t論の日本批判は、

さらに厳しいものであるとチ恕される。

しかし、イラクのクウェート位攻という中東の地法

紛争。に米凶が本俗的に武力介入することが、 ポスト冷

戦＇＂�＇代といわれる今日、 本当に必要なのだろうか。 こ

の点にIYJしては、 興味深いことに、 ソ連という術敵を

失った、 米凶の保守主義者たちが、手＇＂介入主義を表明

しているカぇrニューヨーク・ タイムズ』紙や『ウオー

ル ストリート・ ジャーナJレ』紙などの東部マスコミ

は、 概して彼らに批判的である。 こうした保守派は、

伝統的狐立主義への田川を望んでいるといえようが、

現花の米国に求められているのは、i止界の？？？長'ff(l0な

過伎の介入主義からの脱却ではないだろうか。

そうした意味でも、 「歴史の教訓｜」として米国が参

！！（�すべきなのは、 ミュンヘンの失敗よりも、 逆必的だ

が、 第一次大戦後の「平常への復 制（Back to Nor

malcy）」 であろう。 第一次大戦後、 米国はi吐W.11i大の

凶）Jを持ちながら国際連盟に加問せず、｛II!，ιの凶｜；際的

立任を栄たすことを渋ったのである。 現在の米凶はそ

れとまったく逆の状況にある。 lj没後、 米国は、 文字ど

おり粗大国として世界に君臨してきたが、 現在米国に

求められているのは、 現実にどllした、 子？必のよ1の芯；I!未

での「－＇l"<',:j＼・への復制」ではないのか。

「ij従争と革命の世£Jといわれた20111：紀もいよいよ

終わりに近づいている今日、 武力による紛争解決は、

何としても避けるべきであろう。 日本のn1·政的支援、

主，�平II:·訟法にのっとった平手II的貢献策を、 殺然とした態

度で日IJ['j�に実行していったならば、 これほど凶際的JI:

維を浴びずに済んだであろう。 それどころか、 21llt紀

に向けて、 紛争釘干iJ.との新たな迫を、 世界のl刻々に示唆

することもできたかもしれなし、

－ 

JJl:(i：、 北京で｜〕f.Jflf[1ドのアジア競技大会については、

“Spoiled Sports”（pp. 20-22）が手際よくj伴必してい

る。 イラクの参加を担んだ同大会は、 中凶のi改ifiや社

会の光唱な安定（perfect stability）を誇示しようとす

るものであるが、 政的、 治安の両国に多くのIii］組が社i

されていることを鋭くえく・っている。

（なかじま みねお／東京外凶J大学教段）
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